
多
く
登
場
す
る
と
思

総
数
を
調
べ
た
と
こ

一
点
ず
つ
し
か
な
い

み
出
し
た
時
代
背
景

は
じ

源
氏
絵
と
は
源
氏

十
二
世
紀
前
半
に
成

制
作
さ
れ
、
室
町
後

に
な
っ
た
。
ま
た
江

版
本
が
続
々
と
刊
行

く
女
性
た
ち
が
イ
メ

源
氏

い
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
作
品
に

ろ
、
女
性
が
過
半
数
を
占
め
る
の
は
、

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
理
由
、
お
よ

を
も
探
究
し
て
み
た
い
。

め
に

物
語
を
絵
画
に
し
た
も
の
で
、
現
存
す

立
し
た
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
で
あ
る
。

期
に
な
る
と
、
細
密
画
を
得
意
と
す
る

戸
時
代
に
は
、
源
氏
物
語
や
そ
の
梗
概

さ
れ
た
。
源
氏
物
語
と
い
う
と
、
光
源

ー
ジ
さ
れ
、
そ
れ
を
絵
に
す
る
と
男
性

絵
に
描
か
れ
た
男
女
の

｜
｜
絵
入
り
版
本
を
中
心
に
｜

描
か
れ
た
男
女
の

土
佐
派
も
版
本
も

び
そ
の
状
況
を
生

群
を
比
較
す

が
高
い
。
ま

世
は
近
世
よ

お
り
、
家
来

す
る
画
面
は

る
最
古
の
遺
品
は

そ
の
後
も
次
々
と

土
佐
派
の
お
家
芸

書
の
挿
し
絵
入
り

氏
と
彼
を
取
り
巻

よ
り
女
性
の
方
が

前
稿
に
お

を
十
一
件
取

女
性
の
方
が

土
佐
家
の
当

と
続
く
が
、

光
則
（
生
没

比
率
に
つ
い
て

｜（
上
）

一

る
と
、
後
者
よ
り
も
前
者
の
方
が
男
性

た
画
中
の
人
物
の
居
場
所
を
室
内
か
室

り
も
屋
外
の
率
が
高
い
。
こ
の
二
つ
の

が
活
躍
す
る
主
な
舞
台
は
戸
外
で
あ
る

室
外
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
逆
に
近

一

土
佐
派
の
作
品
に
お
け
る
男

い
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
制
作

り
上
げ
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
男
女
の
総

多
い
の
は
一
件
の
み
で
、
他
の
十
件
は

主
は
光
信
・
光
茂
・
光
元
・
光
吉
・
光

便
宜
上
、
光
吉
（
生
没
一
五
三
九

一

一
五
八
三

一
六
三
八
年
）
以
降
を
近

岩

坪

〇
九

、
な
か
で
も
従
者
の
割
合

外
か
に
分
類
す
る
と
、
中

現
象
は
互
い
に
関
連
し
て

た
め
、
彼
ら
が
大
勢
登
場

世
に
な
る
と
女
性
、
と
く

女
比

さ
れ
た
土
佐
派
の
源
氏
絵

数
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、

す
べ
て
男
性
優
勢
で
あ
る
。

則
・
光
起
・
光
成
・
光
芳

六
一
三
年
）
ま
で
を
中
世
、

世
に
分
け
て
両
者
の
作
品

健



慶
派
の
作
風
は

慶
の
穏
や
か
で

に
お
い
て
は
、

構
成
し
た
永
徳

作
風
が
一
世
を

そ
の
ほ
か
近
世
に
な

っ
た
こ
と
も
、
画
面

示
さ
れ
る
場
で

る
こ
と
は
、
文

と
い
う
時
代
背
景
が

注
文
主
は
男
性
で
あ

の
論
が
当
て
は
ま
る

〈
男
性
性

に
満

し
ず
つ
〈
女
性

源
氏
絵
に

に
女
房
の
比
率
が
増

こ
の
よ
う
に
土
佐

る
理
由
に
関
し
て
は

十
五
｜
十
六
世

か
れ
、
男
性
が

た
。
源
氏
絵
を

、
運
慶
の
力
強
く
堂
々
と
し
た
美
し
さ

洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
に
取
っ
て
替
わ
ら

大
き
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
豪
壮
な
筆
致
で

の
後
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
探
幽
の

風
靡
す
る
こ
と
に
な
る
。

る
と
源
氏
絵
が
婚
礼
道
具
に
な
り
、
女

の
女
性
比
が
増
え
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

あ
つ
た
。
源
氏
絵
を
所
有
す
る
こ
と
、

化
の
覇
者
に
近
づ
く
方
策
な
の
で
あ
つ

絡
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

る
の
に
、
画
中
の
女
性
の
率
が
増
す
件

。ち
た
美
術
も
、
戦
乱
の
短
い
一
時
期

性

を
帯
び
る
方
向
へ
と
収
束
し
て
し

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

え
る
た
め
、
女
房
の
控
え
る
室
内
が
構

派
の
中
世
の
遺
品
に
お
い
て
、
男
性
の

、紀
の
文
献
に
見
る
限
り
、
源
氏
絵
は
、

見
る
も
の
で
あ
つ
た
。
注
文
主
も
所
有

見
る
「
場
」
は
、
彼
ら
男
性
の
力
関
係

か
ら
、
息
子
・
湛

れ
、
ま
た
狩
野
派

大
画
面
障
壁
画
を

軽
や
か
で
瀟
洒
な

性
も
所
有
者
に
な

断
さ
れ
た
根

描
か
れ
て
い

と
し
た
が
、

確
実
に
女
性

○
ス
ペ
ン

絵
と

家
の

源
氏
絵
を
理
解
す

た
。

近
世
に
お
い
て
も

に
関
し
て
は
、
次

が
過
ぎ
る
と
、
少

ま
う
。
た
と
え
ば

前
稿
で
取

あ
っ
た
。
で

画
家
の
性
差

え
ば
、
国
宝

図
の
中
心
に
な
る
。

方
が
多
く
描
か
れ

男
性
の
た
め
に
描

者
も
男
性
で
あ
つ

が
あ
か
ら
さ
ま
に

以
上
を
表

は
男
性
の
み

拠
の
一
つ
は
、
当
絵
巻
に
お
い
て
女
性

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
女
性
絵
師

男
性
絵
師
に
比
べ
て
遺
品
が
非
常
に
少

の
手
に
な
る
と
言
え
る
の
は
、
次
の
二

サ
ー
本

極
め
書
き
に
「
近
衛
関
白
稙

も
」
と
あ
る
。
玉
栄（
一
五
二
六
年
生

娘
で
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る

二

女
性
絵
師
の
作
品
に
お
け
る

り
上
げ
た
土
佐
派
の
作
品
は
、
す
べ
て

は
絵
師
が
女
性
で
あ
れ
ば
、
い
か
が
で

が
、
画
風
に
影
響
す
る
と
指
摘
さ
れ
て

源
氏
物
語
絵
巻
の
絵
師
は
女
性
で
あ
る

表
１

一

に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

で
、
女
性
は
含
ま
な
い
。

が
男
性
の
約
三
倍
も
多
く

の
源
氏
絵
を
調
査
し
よ
う

な
く
、
近
世
前
期
ま
で
で

点
し
か
見
当
ら
な
い
。

家
卿
息
女
慶
福
院
玉
栄
筆

没
年
未
詳
）
は
近
衛
稙

『
花
屋
抄
』『
玉
栄
集
』
を

男
女
比

男
性
絵
師
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と

、
と
皆
本
二
三
江
氏
が
判

一
〇

な
お
「
家
来
」
の
項
目
に

近
世

女
性
増
加

少
数

表
１

土
佐
派
の
特
徴

画
中
人
物

の
男
女
比

画
中

家
来

中
世

男
性
優
勢

多
数

多

人
物
の
身女少

数

室
内
中
心

男
性

分

画
中
人
物

の
位
置

注
文
主

房数

屋
外
重
視

男
性

男
女

所
有
者

男
性



源
氏
絵
に

万
治
三
年
（

制
作
さ
れ
た

語
』（
平
凡
社

清
原
雪
信
筆
本
を
、

い
た
源
氏
物
語
図

○
清
原
雪
信
筆

「
清
原
」
の
落

娘
と
言
わ
れ

一
説
に
寛
永

絵
で
画
帖
仕

計
五
十
四
段

に
記
さ
れ
た

し
き
ふ
て
の

日
」
と
あ
り

巻
。
源
氏
物

抜
け
、
宿
木

段
に
な
る
。

ペ
ン
サ
ー
・

年
カ
レ
ン
ダ

著
し
た
。
巻

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

一
六
六
〇
）
ま
で
の
書
写
と
推
定
さ
れ

か
。
徳
川
美
術
館
所
蔵
。
別
冊
太
陽

、
昭
和
五
一
年
）
に
全
図
を
カ
ラ
ー

狩
野
探
幽
が
元
禄
（
一
六
八
八

一
七

風
（
御
物
）
と
比
較
す
る
と
、「
探
幽

本

巻
末
に
「
清
原
氏
女
雪
信
筆
」
と

款
が
押
さ
れ
て
い
る
。
清
原
雪
信
は

、
狩
野
派
随
一
の
閨
秀
画
家
と
評
さ
れ

二
〇
年
（
一
六
四
三
）
生
れ
。
絹
地
に

立
て
。
源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
一
帖
に

。
貴
紳
五
十
四
名
に
よ
る
詞
書
が
あ
り

伝
承
筆
者
に
基
づ
く
と
、
承
応
元
年

あ
と
御
ら
ん
し
わ
け
か
た
ふ
候
、
天

、
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
に
成
立

語
五
十
四
帖
を
一
帖
に
一
段
ず
つ
描
く

・
手
習
の
巻
は
二
段
ず
つ
描
く
の
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ

ー
に
全
図
を
掲
載
。

末
に
本
文
と
同
筆
で
「
本
の
こ
と
く
う

、
絵
も
そ
の
頃
に

愛
蔵
版
『
源
氏
物

写
真
で
掲
載
。

〇
四
年
）
頃
に
描

の

風
絵
と
同
一

の
」（
注
５
の

「
掌
中
に
す
っ

形
態
か
ら
し

の
方
が
多
く

あ
る
よ
う
に

い
う
署
名
が
あ
り
、

狩
野
探
幽
の
姪
の

た
。
生
没
年
未
詳
、

彩
色
さ
れ
た
色
紙

一
段
ず
つ
描
き
、

、
そ
の
極
め
書
き

（
一
六
五
二
）
か
ら

ス
ペ
ン
サ
ー

だ
し
ス
ペ
ン

う
ち
の
四
人

は
牛
車
の
中

中
世
の
土

の
論
に
よ
る

ら
ス
ペ
ン
サ

文
廿
三
年
四
月
吉

し
た
、
白
描
の
絵

が
、
紅
梅
の
巻
が

合
わ
せ
て
五
十
五

ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
ス

ス
社
の
二
〇
〇
一

摘
さ
れ
て
い

た
。
な
お
表

つ
し
申
候
、
お
か

図
様
あ
る
い

一

論
文
）
で
あ
り
、
ま
た
当
本
は
天
地

ぽ
り
と
お
さ
ま
り
そ
う
な
、
小
型
の

て
も
、
女
性
の
愛
玩
の
品
と
思
わ
れ
る

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
巻
末
に
「
本
の

、
当
本
が
参
考
に
し
た
源
氏
絵
が
男
性

本
も
雪
信
筆
本
も
男
女
比
は

対

で

サ
ー
本
に
登
場
す
る
女
性
は
全
部
で
一

は
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
姿
は

に
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

佐
派
の
作
品
群
も
男
性
優
勢
で
あ
り
、

と
、
注
文
主
も
所
有
者
も
男
性
だ
か
ら

ー
本
は
、「
貴
族
の
子
女
と
い
っ
た
人

表
２

る
。
そ
こ
で
探
幽
の
も
男
女
の
総
数
を

の
漢
数
字
は
人
数
、
％
は
各
作
品
に
お

は
こ
れ
を
逆
転
借
用
し
た
場
面
が
多
く一

一
が
約
十
セ
ン
チ
し
か
な
く
、

絵
巻
」（
同
論
文
）
と
い
う

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
男
性

こ
と
く
う
つ
し
申
候
」
と

優
勢
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

、
男
性
の
方
が
多
い
。
た

六
五
人
で
あ
る
が
、
そ
の

見
え
ず
衣
だ
け
、
あ
る
い

そ
の
理
由
は
千
野
香
織
氏

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

が
手
す
さ
び
に
写
し
た
も

計
算
し
て
、
表
２
に
挙
げ

け
る
比
率
を
表
す
。

見
い
だ
さ
れ
る
。」
と
指

男
性

二
四
一
（

％
）

女
性

一
六
五
（

％
）

合
計

四
〇
六

表
２

登
場
人
物
の
数

ス
ペ
ン
サ
ー
本

一二
一
八
（

％
）

一
二
八
（

八
三
（

％
）

八
一
（

〇
一

二
〇
九

清
原
雪
信
筆
本

狩
野
探
幽

％
）

％
）

筆
本



も
見
ら
れ
、
そ
れ
を

の
成
り
行
き
で
あ
る

清
原
雪
信
筆
本
も

幽
筆
本
を
多
く
取
り

べ
る
と
、
雪
信
本
は

け
で
あ
る
。
構
図
や

て
両
作
品
を
比
較
し

て
一
帖
か
ら
一

原
則
と
し
て
選

絵
そ
の
も
の
の

使
わ
れ
た
り
、

一
一
〇
頁
）

右
記
の
論
文
で
「
著

昔
か
ら
描
き
継
が
れ

源
氏
絵
に

ろ
う
。ス

ペ
ン
サ
ー
本

天
理
図
書
館
本

絵
画
化
し
た
絵

つ
ま
り
ス
ペ
ン

抄
出
本
と
し
て

踏
襲
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
男
性
優
勢

。女
性
絵
師
に
よ
る
の
に
男
性
優
勢
で
あ

入
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
表
２
に
よ
り

探
幽
本
よ
り
男
性
が
十
人
減
り
、
女
性

図
様
の
相
違
は
さ
て
お
き
、
場
面
と
人

て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

段
を
選
ぶ
基
準
は
、
詞
は
巻
名
を
含
む

ば
れ
た
。
し
か
し
絵
の
方
は
必
ず
し
も

面
白
さ
や
著
名
な
場
面
で
あ
る
こ
と
か

数
段
が
合
成
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
る

名
な
場
面
」
と
は
、
巻
を
代
表
す
る
有

固
定
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

、
と
い
う
よ
り
は
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
原

の
よ
う
な
『
源
氏
物
語
』
中
の
和
歌
を

巻
を
参
考
に
し
て
制
作
さ
れ
た
の
は
間

サ
ー
本
は
細
見
家
本
、
天
理
図
書
館
本

制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

で
あ
る
の
も
当
然

る
の
は
、
狩
野
探

両
者
の
人
数
を
比

が
二
人
増
え
た
だ

数
の
み
に
着
目
し

に
よ
る

ら
れ
た

誇
示
の

終
政
治

と
論
じ
ら
れ

は
例
外
と
さ

伝
統
は
受
け

和
歌
が
あ
る
段
が

そ
う
で
は
な
く
、

ら
他
の
段
の
絵
が

。（
注
５
の
論
文
、

名
な
場
面
と
し
て
、

土
佐
派
の
作
品
に

三
人
で
あ
る

探
幽
本
に

室
町
時
代
以

の
先
蹤
に
準

の
型
を
雪
信

女
性
は
少
な

源
氏
物

本
は
、
細
見
家
本
、

す
べ
て
抜
き
出
し
、

違
い
な
か
ろ
う
。

の
よ
う
な
絵
巻
の

か
ろ
う
か
。
そ
し

○
場
面
も

○
場
面
は

○
場
面
は

○
場
面
も

両
作
品
と
も

る
。
人
数
が

「
白
描
源
氏
物
語
絵
」
な
ど
を
例
外
と

源
氏
物
語
絵
の
世
界
は
、
多
く
権
力
者

な
ま
ぐ
さ
い
欲
望
に
満
ち
て
い
る
。
む

的
な
動
き
の
中
で
利
用
さ
れ
て
き
た
と

た
よ
う
に
、
源
氏
絵
の
中
で
も
ス
ペ
ン

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
種

継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど

。関
し
て
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
か
ら
の

来
定
型
化
し
た
伝
統
を
踏
襲
し
て
お
り

拠
し
た
点
が
多
い
」（
注
７
の
解
説
）

本
が
継
承
し
た
以
上
、
た
と
え
絵
師
が

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
三
田
村

語
絵
は
政
治
と
無
縁
な
女
子
供
の
玩
び 一

人
数
も
同
じ

三
五
図

同
じ
で
あ
る
が
、
人
数
は
異
な
る

一

異
な
る
が
、
人
数
は
同
じ

二
図

人
数
も
異
な
る

七
図

五
四
図
ず
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
五
図

違
う
場
合
も
匂
宮
の
巻
を
除
く
と
、
同

し
て
、
色
感
鮮
や
か
に
彩

た
ち
の
権
力
回
復
、
奪
還
、

し
ろ
、
源
氏
物
語
絵
は
始

い
っ
て
よ
い
。

サ
ー
本
の
よ
う
な
白
描
画

の
作
品
に
も
男
性
優
勢
の

中
世
の
源
氏
絵
は
、
男
性

情
景
選
択
法
は
ほ
と
ん
ど

、
図
様
自
体
も
古
く
か
ら

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

女
性
で
あ
っ
て
も
画
中
の

雅
子
氏
が
、

物
で
は
な
い
。
手
す
さ
び

一
二

〇
図

は
場
面
も
人
数
も
一
致
す

じ
巻
に
お
け
る
差
は
最
大



源
氏
絵
に

『
源
氏
綱
目
』

万
治
三
年
（
一

付
源
氏
絵
詞
』

所
収
。

『
源
氏
鬢
鏡
』

表
記
せ
ず
省
略
し
た

参
考
ま
で
に
挙
げ
た

「
絵
入
源
氏
物

五
〇
）
跋
。
全

裳
堂
、
昭
和
六

明
暦
版
『
源
氏

刊
。
全
五
四
図

三

江
戸
時
代
に
な
る

出
版
さ
れ
る
よ
う
に

じ
か
ど
う
か
調
べ
る

を
刊
行
さ
れ
た
順
に

版
年
・
図
の
総
数
・

性
に
満
ち
た
絵
画
な

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

一
花
堂
切
臨
著
・
画
。
慶
安
三
年

六
六
〇
）
刊
。
全
五
四
図
。
伊
井
春

（『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』

、
桜
楓
社

（
上
方
版
）

小
嶋
宗
賢
・
鈴
村
信

。
な
お
源
氏
物
語
の
翻
案
で
あ
る
『
偐

。語
」（
仮
称
）

山
本
春
正
跋
・
画
。

二
二
六
図
。
吉
田
幸
一
氏
『
絵
入
本

二
年
）
所
収
。

小
鏡
』

南
北
朝
時
代
成
立
。
明
暦
三

。
吉
田
幸
一
氏
『
絵
入
本
源
氏
物
語
考

絵
入
り
版
本
に
お
け
る
男
女
比

と
、
源
氏
物
語
や
そ
の
梗
概
書
が
挿
し

な
り
、
そ
れ
ら
に
描
か
れ
た
男
女
の
比

こ
と
に
す
る
。
数
多
い
作
品
の
中
で
、

列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
書
名
・
著
者
・
絵

影
印
の
順
に
記
し
た
。
た
だ
し
作
者
な

の
で
あ
る
。

（
一
六
五
〇
）
成
立
。

樹
氏
『
源
氏
綱
目

、
昭
和
五
九
年
）

房
著
。
万
治
三
年

『
源
氏

五
四
図

『
女
源

四
図
。

『
源
氏

紫
田
舎
源
氏
』
も
、

慶
安
三
年
（
一
六

源
氏
物
語
考
』（
青

年
（
一
六
五
七
）

』
所
収
。

『
お
さ

一
二
年

語
考
』

『
源
氏

（
？
）
画

氏
「
資

五
六
年

絵
入
り
で
続
々
と

率
が
肉
筆
画
と
同

管
見
に
及
ん
だ
の

師
・
成
立
年
・
初

ど
不
明
の
場
合
は
、

『
十
帖

全
一
三

『
お
さ

六
六
一

収
。

寛
文
版

田
幸
一

（
一
六
六

一

大
和
絵
鑑
』

菱
川
師
宣
画
。
貞
享
二

。氏
教
訓
鑑
』

山
朝
子
著
。
正
徳
三
年

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
１
（
大
空
社

絵
本
藤
の
縁
』

方
舟
子
著
。
長
谷
川

な
源
氏
』（
江
戸
版
）

野
々
口
立
圃

（
一
六
七
二
）
刊
。
全
六
四
図
。
吉
田

所
収
。

鬢
鏡
』（
江
戸
版
）

小
嶋
宗
賢
・
鈴

。
天
和
（
一
六
八
一

八
三
）
頃
刊

料

源
氏
鬢
鏡
」（『
源
氏
物
語
の
探
究

）
所
収
。

源
氏
』

野
々
口
立
圃
著
・
画
。
承
応

一
図
。
吉
田
幸
一
氏
『
絵
入
本
源
氏
物

な
源
氏
』（
上
方
版
）

野
々
口
立
圃

）
刊
。
全
一
二
〇
図
。
吉
田
幸
一
氏

『
源
氏
小
鏡
』

寛
文
六
年
（
一
六
六

氏
『
絵
入
本
源
氏
物
語
考
』
所
収
。

〇
）
刊
。
全
五
四
図
。

一
三

年
（
一
六
八
五
）
刊
。
全

（
一
七
一
三
）
刊
。
全
五

、
平
成
六
年
）
所
収
。

光
信
画
。
寛
延
四
年
（
一

著
。
菱
川
師
宣
画
。
寛
文

幸
一
氏
『
絵
入
本
源
氏
物

村
信
房
著
。
菱
川
師
宣

。
全
五
四
図
。
伊
井
春
樹

』
６
、
風
間
書
房
、
昭
和

四
年
（
一
六
五
五
）
跋
。

語
考
』
所
収
。

著
・
画
。
寛
文
元
年
（
一

『
絵
入
本
源
氏
物
語
考
』
所

六
）
刊
。
全
五
四
図
。
吉



平
成
七
年
）
所

以
上
の
作
品
、
一
四

た
の
が
表
３
で
あ
る

こ
の
表
で
漢
数
字

源
氏
絵
に

七
五
一
）
刊
。

『
源
氏
物
語
絵

刊
。
全
五
四
図

『
偐
紫
田
舎
源

二
九
）

天
保

の
絵
も
含
む
）。収

。
件
に
描
か
れ
た
男
女
の
総
数
を
計
算
し

。は
人
数
、
％
は
各
作
品
に
お
け
る
割
合

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

全
五
四
図
。

尽
大
意
抄
』

渓
斎
英
泉
画
。
文
化
九

。氏
』

柳
亭
種
彦
著
。
歌
川
国
貞
画
。

一
三
（
一
八
四
二
）
刊
。
全
八
八
一
図

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
鈴
木
重
三

表
４

表
３

て
、
一
覧
表
に
し

を
示
す
。
た
と
え

つ
い
て
以
下

『
源
氏
小
鏡
』

『
偐
紫
田
舎
源

と
略
称
）
に

年
（
一
八
一
二
）

文
政
一
二
（
一
八

（
表
紙
と
見
返
し

氏
、
岩
波
書
店
、

ば
作
品

に

人
、
女
性
は

対
４
で
あ
る

％
、
逆
に

本
藤
の
縁
』

は

％
、
最

の
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
今
回
は
男

（
以
下
、
明
暦
版
『
小
鏡
』
と
略
称

氏
』
に
次
い
で
最
小
の

『
源
氏
絵

限
定
す
る
。

一

描
か
れ
た
人
物
の
総
数
は
三
〇
〇
人
、

一
一
九
人
、
そ
の
比
率
は

％
対

％

。
男
性
の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
、

最
小
値
は

『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の

の

％
で
あ
る
。
ち
な
み
に
土
佐
派
に

小
値
は

％
で
あ
る
。
土
佐
派
で
は
取

性
比
が
最
大
の

明
暦
版

す
）
と
、
参
考
に
挙
げ
た

本
藤
の
縁
』（『
藤
の
縁
』

一
四

そ
の
う
ち
男
性
は
一
八
一

、
す
な
わ
ち
男
女
比
は
６

明
暦
版
『
源
氏
小
鏡
』
で

％
、
次
い
で

『
源
氏
絵

お
い
て
男
性
比
の
最
大
値

り
上
げ
た
作
品
す
べ
て
に

男
性

（

％
）

（

％
）

女
性

（

％
）

（

％
）

合
計

表
３

登
場
人
物
の
数

（（

％
）

（

％
）

（

％
）

％
）

（

％
）

（

％
）

（（

％
）

％
）

（

％
）

（

％
）

（

％

（

％
）

（

％
）

（

％
））

（（

％
）

（

％
）

（

％
）

％
）

（

％
）

（

％
）

（

％
）

（

％
）

（

％
）

（

％
）

表
４

人
物
の
位
置

明
暦
版
『
小
鏡
』

『
藤
の
縁
』

一二
室
内
の

四
（

〇
（

み

室
内
・
簀
子

％
）

一
三
（

％
）

％
）

一
九
（

％
）

簀
子

一
（

一
（

の
み

室
内
簀
子
屋
外

２
％
）

四
（
７
％
）

２
％
）

三
（
６
％
）

室
内
・

八五

屋
外

簀
子
・
屋
外

（

％
）

二
（
４
％
）

（
９
％
）

一
（
２
％
）

屋
外

一
二五

の
み

（

％
）

（
９
％
）



源
氏
絵
に

り
、
中
世
に
は
男
性

く
選
ば
れ
た
の
に
対

控
え
る
室
内
が
構
図

に
も
当
て
は
ま
る
か

数
字
は
人
数
、
洋
数

こ
の
よ
う
に
し
て

簀
子
」
項
を
足
す
と

方
「
屋
外
の
み
」
項

も
あ
り
、
屋
外
の
ウ

と
比
べ
る
と
、
明
暦

致
す
る
。
土
佐
派
の

画
中
の
人
物
の
居

も
立
て
る
。
と
い
う

ば
屋
内
に
な
り
、
い

な
お
廊
下
（「
廊
」「

じ
て
「
簀
子
」
の
項

室
内
に
し
か
い
な
い

て
も
人
物
が
全
員
、

１

人
物
の
位
置

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

の
従
者
が
大
勢
描
か
れ
た
た
め
、
彼
ら

し
て
、
近
世
に
な
る
と
女
房
の
割
合
が

の
中
心
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

ど
う
か
探
る
た
め
、
画
中
の
人
物
を
身

字
は
各
作
品
に
お
け
る
比
率
を
表
す
。

作
成
し
た
表
４
に
お
い
て
、「
室
内
の

、『
藤
の
縁
』
は
七
割
強
も
あ
り
室
内

を
見
る
と
、
明
暦
版
『
小
鏡
』
は
『
藤

エ
イ
ト
が
高
い
。
こ
の
結
果
を
表
１

版
『
小
鏡
』
は
中
世
、『
藤
の
縁
』
は

性
格
が
時
代
に
よ
り
異
な
る
原
因
は
、

場
所
に
つ
い
て
、
室
内
と
屋
外
の
ほ
か

の
は
簀
子
は
室
内
か
ら
見
れ
ば
外
に
な

わ
ば
部
屋
と
庭
と
の
中
間
地
帯
に
当
た

渡
殿
」）
や
庭
か
ら
簀
子
に
上
が
る
階

に
入
れ
た
。
ち
な
み
に
庭
が
描
か
れ
て

場
合
は
「
室
内
の
み
」
の
項
に
入
れ
、

外
に
い
る
と
き
は
「
屋
外
の
み
」
項
に

が
働
く
屋
外
が
多

増
え
、
彼
女
ら
が

れ
が
絵
入
り
版
本

分
別
に
分
類
す
る
。

ち
な
み
に
土

小
の
も
の
と

み
」
と
「
室
内
・

中
心
で
あ
る
。
一

の
縁
』
の
二
倍
強

（
土
佐
派
の
特
徴
）

近
世
の
特
色
と
一

表
１
で
示
し
た
通

領
階
級
に
成

む
小
野
の
尼

こ
の
よ
う

な
お
％
は
四

鏡
』
は
一
〇

「
簀
子
」
の
項
目

り
、
庭
か
ら
見
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

段
も
、
簀
子
に
準

い
て
も
、
人
物
が

逆
に
家
屋
が
あ
っ

入
れ
た
。
な
お
漢

ま
ず
男
性

含
む
男
性
貴

す
る
庶
民
）

分
類
し
た
。

ら
れ
る
以
前

の
君
・
玉
鬘

項
に
は
、
女

２

人
物

一

佐
派
の
作
品
群
で
、
項
目
ご
と
に
％
の

を
取
り
出
し
、
そ
の
差
を
計
算
す
る
と

表
５

り
下
が
っ
た
者
（
空
蝉
・
末
摘
花
の
叔

な
ど
も
含
め
た
。

に
四
種
類
に
区
分
し
て
、
各
作
品
に
お

捨
五
入
し
た
た
め
、
四
項
目
の
％
を
合

一
％
に
な
る
。
な
お
、
漢
数
字
は
人
数

を
貴
人
か
否
か
に
区
分
し
た
。
表
５
の

族
を
入
れ
、
そ
れ
以
外
の
男
性
（
受
領

は
「
非
貴
男
」
項
に
収
め
た
。
次
い
で

「
貴
女
」
の
項
に
は
、
生
ま
れ
は
高
貴

の
生
活
は
上
流
階
級
と
は
言
え
な
い
人

・
浮
舟
）
も
加
え
た
。
そ
れ
以
外
の
女

房
や
庶
民
、
ま
た
出
生
は
卑
し
く
な
い

の
身
分

一
五

数
字
が
最
大
の
も
の
と
最

次
の
よ
う
に
な
る
。

母
）、
都
か
ら
離
れ
て
住

け
る
割
合
を
％
で
示
し
た
。

計
す
る
と
、
明
暦
版
『
小

を
示
す
。

「
貴
男
」
項
に
は
皇
族
を

階
級
、
従
者
、
道
を
往
来

女
性
も
、
貴
女
か
否
か
に

だ
が
源
氏
や
薫
に
引
き
取

（
若
紫
・
末
摘
花
・
明
石

性
を
収
め
た
「
非
貴
女
」

が
零
落
し
た
夕
顔
や
、
受

表
５

身
分
別

貴

明
暦
版
『
小
鏡
』

七
八（

『
藤
の
縁
』

五
四（

男
％
）
一

％
）

非
貴
男

貴

女

五
三（

％
）

二
七（
９
％
）

三
九（

％
）

三
七（

％
）

五六 非
貴
女

六（五（

％
）

％
）



の
最
大
値
と
最
小
値

女
房
を
含
む
非
貴
女

で
あ
る
。
ゆ
え
に
『

貴
女
に
あ
る
と
推
測

で
は
、
な
ぜ
当
作

と
し
て
、
一
巻
に
一

る
。
詳
し
く
は
次
の

そ
れ
以
下
で
あ
る
。

の
最
高
値
（

％
）

か
ら
と
言
え
よ
う
。

因
が
家
来
の
多
勢
に

表
１
に
よ
る
と
、

か
ら
で
あ
っ
た
。
し

僅
か
に
土
佐
派
の
最

源
氏
絵
に

○

「
貴
男
」
項

○
「
非
貴
男
」
項

○

「
貴
女
」
項

○
「
非
貴
女
」
項

こ
の
数
値
と
表
５
を

％
）
が
土
佐
派
の
最

の
中
間
に
収
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

よ
り
貴
女
の
占
め
る
率
の
方
が
、
土
佐

藤
の
縁
』
が
女
性
優
勢
で
あ
る
要
因
は

さ
れ
る
。

品
に
貴
女
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

組
の
贈
答
歌
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に

章
で
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は

よ
っ
て
明
暦
版
『
小
鏡
』
の
男
性
比

を
超
す
原
因
は
、
非
貴
男
の
割
合
が
土

こ
れ
は
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
中
世

よ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。

近
世
に
お
い
て
女
性
が
増
加
し
た
の
は

か
し
な
が
ら
『
藤
の
縁
』
は
、
貴
女
の

高
値
（

％
）
を
上
回
る
だ
け
で
、
他

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

の
最
大
値
は

％
、
最
小
値
は

％
、

の
最
大
値
は

％
、
最
小
値
は

％
、

の
最
大
値
は

％
、
最
小
値
は

％
、

の
最
大
値
は

％
、
最
小
値
は

％
、

比
較
す
る
と
、
明
暦
版
『
小
鏡
』
は

大
値
（

％
）
を
上
回
り
、
逆
に
他
の『

藤
の
縁
』
で
は
、

派
よ
り
も
高
い
の

、
女
房
で
は
な
く

れ
は
本
書
が
原
則

関
わ
る
と
思
わ
れ

和
歌
を
詠
ん
だ
女

る
割
合
も
増

土
佐
派
の

け
主
人
と
は

ら
で
あ
っ
た

る
の
は
、
和

（

％
）
が
土
佐
派

佐
派
よ
り
大
き
い

の
男
性
優
勢
の
要

、
女
房
が
増
え
た

割
合
（

％
）
が

の
三
項
は
土
佐
派

と

を
合

（
三
七
人
）
よ

た
詠
者
の
数

る
。
ま
た
描

を
占
め
る
の

人
で
半
数
を

は
非
貴
女
よ

そ
の
差
は

。

そ
の
差
は

。

そ
の
差
は
８
。

そ
の
差
は

。

非
貴
男
の
率
（

三
項
は
最
小
値
か

性
と
、
さ
し

る
。

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
『
藤
の
縁
』
の
特
徴

源
氏
絵
で
女
性
が
増
え
た
要
因
は
女
房

別
の
部
屋
に
い
て
仕
事
を
し
て
い
な
い

（
注
１
の
論
文
、
参
照
）。
一
方
『
藤

歌
を
詠
む
貴
女
が
多
く
描
か
れ
た
か

計
す
る
と
絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
総

り
非
貴
女
（
六
五
人
）
の
方
が
多
い

は
、
非
貴
女
（
一
六
人
）
よ
り
貴
女

か
れ
た
貴
女
（
三
七
人
）
の
う
ち
、
詠

に
対
し
て
、
描
か
れ
た
非
貴
女
（
六
五

割
る
。
本
書
は
原
則
と
し
て
贈
答
歌
を

り
貴
女
の
方
が
多
く
な
り
、
そ
の
結
果

表
６

一

絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
関
係
を
数
字
で

の
増
加
で
あ
り
、
と
り
わ

女
房
の
比
率
が
増
し
た
か

の
縁
』
が
女
性
優
勢
で
あ

ら
で
あ
る
。
こ
の
『
藤
の

数
に
な
り
、
そ
れ
は
貴
女

。
し
か
し

と

を
足
し

（
三
一
人
）
の
方
が
多
く
な

者
は
二
五
人
お
り
過
半
数

人
）
の
う
ち
詠
者
は
一
四

載
せ
た
た
め
、
そ
の
詠
者

、
さ
し
絵
で
貴
女
が
占
め

一
六

示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な

表
６

詠
者
と
画
中
の
人
物

描
か
れ
た
詠
者

貴

女

二
五
人

非
貴
女

一
四
人

描
か
れ
た
非
詠
者

描
か
れ
て
い

一
二
人

六
人

五
一
人

二
人

な
い
詠
者



源
氏
絵
に

『
藤
の
縁
』
は
三
帖

は
本
書
は
原
則
と
し

巻
名
を
含
む
贈
答
歌

答
歌
に
仕
立
て
た
の

せ
な
い
巻
が
五
帖
あ

て
い
た
（
注
５
の
論

巻
名
提
示
と
、

で
は
既
に
「
異

梗
概
書
の
中
で

と
、
稲
賀
敬
二
氏
が

せ
な
い
の
で
あ
る
。

源
氏
物
語
五
十
四

じ
ら
れ
て
い
な
い
の

１

和
歌
の
選
び

本
書
は
各
帖
に
一

品
と
は
異
な
る
。
通

巻
名
を
含
ん
だ
和
歌

で
取
り
上
げ
た
ス
ペ

を
選
ぶ
基
準
は
、
詞

縁
』
の
特
徴
に
関
わ

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

（
須
磨
、
篝
火
・
行
幸
）
し
か
採
用
し

て
贈
答
歌
を
掲
載
し
て
い
る
か
ら
で
あ

で
あ
る
。
な
か
に
は
別
々
に
詠
ま
れ
た

も
、
一
帖
（
若
菜
下
）
あ
る
。
例
外
と

る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
帖
（
匂
宮
・
夢

文
）。
そ
の
方
針
は
実
は
中
世
以
来
の

そ
の
由
来
の
簡
潔
な
説
明
と
云
う
形
式

本
紫
明
抄
」
な
ど
に
も
散
見
し
、
発
生

も
こ
の
形
式
は
一
つ
の
流
れ
を
な
し
て

述
べ
ら
れ
た
通
り
、
巻
名
由
来
の
説
明

帖
の
う
ち
、
巻
名
歌
を
含
む
の
は
四
十

で
、
次
の
１

４
の
観
点
に
お
い
て
詳

方、
二
首
の
和
歌
を
収
め
て
お
り
、
そ
の

行
の
方
法
で
は
一
帖
に
一
、
二
首
し
か

、
す
な
わ
ち
巻
名
歌
が
優
先
さ
れ
る
。

ン
サ
ー
本
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
で
は

は
巻
名
を
含
む
和
歌
が
あ
る
段
が
原
則

る
和
歌
や
挿
し
絵
の
選
定
方
法
に
つ
い

て
い
な
い
。
こ
れ

り
、
先
の
三
帖
も

歌
を
合
わ
せ
て
贈

し
て
一
首
し
か
載

浮
橋
）
は
巻
全
体

空
蝉
の
巻
の

書
が
採
用
し

御
法
・
竹
河

発
し
て
い
る

い
。
と
い
う

伝
統
で
あ
り
、

は
、
註
釈
書
の
上

は
古
い
。
そ
し
て

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

に
巻
名
歌
は
欠
か

一
帖
も
あ
る
の
に
、

ま
た
若

う
に
仕

○
匂
宮
・

に
引
歌

む
。

○
残
り
の

の
に
、

細
に
考
察
す
る
。

選
び
方
は
他
の
作

載
せ
な
い
場
合
、

た
と
え
ば
第
二
章

、「
一
帖
か
ら
一
段

と
し
て
選
ば
れ
」

を
見
る
と
、

屋
）
で
あ
る

関
屋
は
三
首

け
空
蝉
の
巻

の
に
採
用
さ

○
源
氏
物

歌
を
採

て
は
、
い
ま
だ
論

で
一
首
し
か

一

よ
う
に
巻
名
を
両
首
と
も
詠
み
込
ん
だ

て
い
な
い
巻
は
、
他
に
六
帖
（
帚
木
・

）
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
ま
る
で
従
来
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
挿
し
絵
も

の
は
源
氏
絵
の
世
界
で
有
名
な
場
面
を

菜
下
の
巻
の
二
首
は
、
別
々
の
時
に
詠

立
て
て
い
る
。

夢
浮
橋
の
巻
は
、
一
巻
を
通
し
て
和
歌

を
一
首
ず
つ
引
用
。
そ
の
う
ち
の
一
首

三
帖
（
空
蝉
・
花
散
里
・
関
屋
）
は
巻

別
の
和
歌
を
一
首
の
み
引
用
。

歌
の
内
容
は
引
歌
（
空
蝉
）・
答
歌

。
空
蝉
の
巻
で
詠
ま
れ
た
歌
は
全
部
で

と
少
数
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
巻
名
歌

で
交
わ
さ
れ
た
贈
答
歌
は
、
両
首
と
も

れ
て
い
な
い
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、

語
五
十
四
帖
の
う
ち
、『
藤
の
縁
』
は

用
。
そ
の
う
ち
三
帖
（
須
磨
、
篝
火
・

詠
ま
れ
て
い
な
い
の
で
除
き
、
残
り
の

一
七

贈
答
歌
が
あ
る
の
に
、
本

夕
顔
・
澪
標
・
真
木
柱
・

巻
名
歌
優
先
の
方
針
に
反

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

選
ん
だ
た
め
、
巻
名
歌
が

ま
れ
た
の
を
贈
答
歌
の
よ

が
一
首
し
か
な
く
、
代
り

は
巻
名
「
夢
浮
橋
」
を
含

名
を
含
む
贈
答
歌
が
あ
る

（
花
散
里
）・
独
詠
歌
（
関

二
首
、
花
散
里
は
四
首
、

を
含
ん
で
い
る
。
と
り
わ

巻
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る

次
の
よ
う
に
な
る
。

四
十
九
帖
に
お
い
て
贈
答

行
幸
）
は
巻
名
歌
を
含
む
。

三
帖
に
掲
載
さ
れ
た
和
歌



六
一
年
。
同
氏
『

片
桐
弥
生
氏
「

に
｜
」、
大
阪
大
学

岩
田
美
穂
氏
「

平
成
八
年
九
月
。

秋
山
光
和
氏
の

新
聞
社
、
平
成
三

当
巻
は
探
幽
本

の
差
が
生
じ
た
の

注

小
稿
「
源
氏
絵

『
源
氏
物
語
と
そ
の

千
野
香
織
氏
「

問
題
」
二
二
頁
、

千
野
香
織
氏
「

平
成
六
年
三
月
。

皆
本
二
三
江
氏

源
氏
絵
に

詠
ま
れ
た
箇
所
を
取

え
ば
帚
木
の
巻
で
は

そ
の
箇
所
は
源
氏
絵

っ
て
『
藤
の
縁
』
で

け
で
、
巻
名
歌
を
敢

次
に
、
挿
し
絵
を
問

だ
れ
が
源
氏
物
語
絵
巻
を
描
い
た
の
か
』
草

白
描
源
氏
物
語
絵
巻
に
お
け
る
絵
と
詞
｜
ス

文
学
部
美
学
科
「
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
」
６
、

清
原
雪
信
筆
『
源
氏
物
語
画
帖
』
に
つ
い
て

解
説
、『
皇
室
の
至
宝
２

御
物

絵
画

年
。

が
男
性
の
み
十
人
、
雪
信
本
が
男
性
の
み
一

は
場
面
が
違
う
か
ら
で
、
前
者
は
匂
宮
や
薫

に
描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て
｜
土

受
容
』（『
古
代
文
学
論
叢
』

）
所
収
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
『
源
氏
物
語

「
国
華
」
第
一
二
二
二
号
、
平
成
九
年
八
月

日
本
美
術
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
二
四
二
頁
、「

『
絵
が
語
る
男
女
の
性
差
』（
東
書
選
書

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

り
上
げ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か

、
殿
上
人
と
木
枯
し
の
女
と
の
贈
答
歌

で
は
中
世
以
来
、
当
巻
を
代
表
す
る
名

は
、
ま
ず
絵
の
構
図
を
決
め
て
か
ら
贈

え
て
避
け
た
わ
け
で
は
な
い
と
も
推
定

題
に
す
る

思
社
、
平
成
一
六
年
。

ペ
ン
サ
ー
本
を
中
心

平
成
元
年
三
月
。

」、「
金
鯱
叢
書
」

、

』
二
〇
六
頁
、
毎
日

人
で
あ
る
。
九
人
も

ら
が
車
を
連
ね
て
六

実
際
に
出

入
本
源
氏

稲
賀
敬

四
二
年
。

『
河
海

た
だ
し

出
で
た
る

で
巻
名
歌

抄
』）。
け

佐
派
を
中
心
に
｜
」、

武
蔵
野
書
院
、
近
刊
。

画
帖
』
を
め
ぐ
る
諸

。美
術
史
」
一
三
六
号
、

）、
東
京
書
籍
、
昭
和

所
収
、
和

跋
文
の

す
と
す
れ

た
と
、
渡

項
）、
吉

ら
還
暦
と

暦
は
承
応

一
）
刊
本

挿
し
絵

ら
で
あ
る
。
た
と

を
載
せ
て
お
り
、

場
面
で
あ
る
。
よ

答
歌
を
探
し
た
だ

さ
れ
る
。
そ
こ
で

条
院
へ
向

は
匂
宮
が

三
谷

）
二
六

承
応
三

は
無
刊
記

水
婦
久
子

「
青
須
我

版
さ
れ
た
の
は
天
和
頃
か
と
、
吉
田
幸
一
氏

物
語
考
』
上
、
三
八
九
・
三
九
一
頁
、
青
裳

二
氏
『
源
氏
物
語
の
研
究

成
立
と
伝
流
』

抄
』
な
ど
の
古
注
釈
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
帖

関
屋
の
巻
の
由
来
は
和
歌
で
は
な
く
、
文
章

旅
姿
」
に
よ
り
、
和
歌
の
「
逢
坂
の
関
や
い

で
は
な
い
と
注
さ
れ
て
い
る
（『
湖
月
抄

れ
ど
も
、
そ
の
歌
を
巻
名
歌
と
見
る
考
え

泉
書
院
、
平
成
一
五
年
）。

一
節
「
老
て
二
た
ひ
児
に
成
た
る
と
い
ふ
に

ば
、
立
圃
が
還
暦
を
迎
え
た
承
応
三
年
（
一

辺
守

氏
は
述
べ
ら
れ
（『
日
本
古
典
文

田
幸
一
氏
も
同
意
さ
れ
た
（

の
著
書
、
四

は
満
六
〇
歳
、
数
え
で
六
一
歳
で
あ
り
、
一

四
年
に
な
る
。
な
お
『
十
帖
源
氏
』
の
初

よ
り
古
い
と
、
吉
田
氏
は
判
断
さ
れ
た
（
同

は
菱
川
師
宣
風
で
あ
り
、
刊
行
は
万
治
三
年 一

か
う
と
こ
ろ
で
、
当
巻
を
代
表
す
る
名
場
面

室
内
に
座
り
前
裁
を
眺
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

明
・
三
田
村
雅
子
氏
『
源
氏
物
語
絵
巻
の

四
頁
、
角
川
書
店
、
平
成
一
〇
年
。

年
（
一
六
五
四
）
本
を
初
版
と
す
る
吉
田
幸

で
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
冬
か
ら
翌
年
秋

氏
は
唱
え
ら
れ
た
（
清
水
氏
「
版
本
『
絵
入

波
良
」

、
平
成
元
年
一
二
月
。
後
に
同
氏

は
推
測
さ
れ
た
（
同
氏
『
絵

堂
、
昭
和
六
二
年
）。

一
八
頁
、
笠
間
書
院
、
昭
和

に
限
定
し
た
。

の
「
関
屋
よ
り
さ
と
は
づ
れ

か
な
る
」
の
「
や
」
は
助
詞

』
所
収
の
『
河
海
抄
』『
細
流

が
近
世
の
人
々
、
と
り
わ
け

や
」
が
、
著
者
の
還
暦
を
指

六
五
四
）
に
本
書
が
成
立
し

学
大
辞
典
』「
十
帖
源
氏
」
の

・
二
一
二
頁
）。
し
か
し
な
が

五
九
五
年
生
れ
の
立
圃
の
還

版
は
、
万
治
四
年
（
一
六
六

書
、
二
一
八
頁
）。

（
一
六
六
〇
）
と
あ
る
が
、

一
八で

あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者

あ
る
。

謎
を
読
み
解
く
』（
角
川
選
書

一
氏
の
説
に
対
し
て
、
初
版

の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
、
清

源
氏
物
語
』
の
諸
本
（
上
）」、

著
『
源
氏
物
語
版
本
の
研
究
』



源
氏
絵
に

な
し
た
。

た
だ
し
二
首
め

端
に
空
蝉
が
書
き

に
注
さ
れ
て
い
る

櫛
』
で
は
、
空
蝉

『
藤
の
縁
』
の
よ
う

描
か
れ
た
男
女
の
比
率
に
つ
い
て

は
伊
勢
集
に
あ
る
伊
勢
御
の
古
歌
で
、
一
首

添
え
た
だ
け
で
答
歌
で
は
な
い
と
、『
岷
江

（『
湖
月
抄
』
所
収
）。
一
方
、
本
居
宣
長

が
新
た
に
詠
ん
だ
よ
う
に
物
語
で
は
設
定
し

な
梗
概
書
に
親
し
ん
だ
程
度
の
人
々
に
は

め
を
記
し
た
手
紙
の

入
楚
』
所
収
の
「
箋
」

『
源
氏
物
語
玉
の
小

た
と
解
釈
し
て
い
る
。

広
ま
っ
て
い
た
と
見

一
一
九


